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　 仮 想 化 環 境に特 化したストレージ
「VMstoreシリーズ 」を展 開するティ
ントリ。2011年に最 初の製 品を出荷
後、ワールドワイドの売上高は前年比
2.4倍超の成長を維持している。国内で
は、日本法人を2012年に設立し販売を
本格化させ、2014年に富士通をパート
ナ ーとしてOEM製 品「ETERNUS TR
series」の展開を開始。現在では、ワー

ルドワイド売上高の約10％を占める規
模にまで成長した。
　さらに、顧客満足度はほぼ100％で、
リピーター顧客が特に多いのが特徴だ。
製品の新規購入から18カ月以内には、
新規購入時の2.7倍もの追加投資が実
行されている。そうしたユーザーからの
さまざまなフィードバックを吸い上げ、
新製品開発に生かすことで、さらに顧客

満足度を高めるという好循環をつくり出
しているのだ。Tintricityは、そんな国
内ユーザーのパワーを実感できるイベン
トとなった。
　同イベントの口火を切ったのは、米国
ティントリ社 CEO兼Chairmanを務める
ケン クライン（Ken Klein）氏だ。クライン
氏は、ティントリの取り組みとビジョンを
説明し、同社製品の導入成果を紹介した。

　「ある大手製造業ではティントリの導
入によって、ストレージの設置面積を
約70％削減、電力コストを約90％削減
しながら、パフォーマンスを6倍に、管
理工数の95％の削減を実現しました。
VM-aware storage （VAS）はビジネ
スとIT管理に大きなインパクトがありま
す」（クライン氏）
　また、Office of the CTOを務める

ブランドン サーモン（Brandon Salmon）
氏も登壇。サーモン氏は、ティントリ製
品のロードマップを紹介し、ユーザー重
視の技術開発を進めることを強調した。
　「最新バージョンの製品では、スケー
ルアウト、分析、自動化、データ保護な
どの機能を強化しています。これらは日
本ユーザーからのフィードバックも生か
されています。今後も、ユーザーが望む

機能を製品にとり入れながら、機能を強
化していきます」（サーモン氏）

ユーザーが本音で明かす
ティントリ導入のメリットとは
7月1日、ティントリのユーザーイベント「Tintricity 2016 Tokyo 〜ティントリユーザーの集い〜」

（以下、Tintricity）がパレスホテル東京で開催された。日本での開催は2回目となる同イベントには、
日本のユーザー約100名が参加し、同社の好調な業績や最新情報が発信された。

米国ティントリ社 CEO兼Chairman ケン クライン氏 米国ティントリ社 Office of the CTO ブランドン サーモン氏

ワールドワイドの売上高は前年比2.4倍超を維持
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エヌ・ティ・ティ・コムウェア
株式会社 
太田竜児氏

株式会社電算システム
堀隆雄氏 

カシオ計算機株式会社
原田龍雄氏

富士通株式会社
長澤武則氏

株式会社TKC
三坊鉄平氏

ユニアデックス株式会社
菅原清志氏

なぜティントリを導入するのか？

　「なぜティントリを導入するのか」こ
の問いに対して「 管 理 性の高さ」を強
調 するの が、NTTコムウェア の 太 田
氏だ。NTTコムウェアはIaaSサービス

「SmartCloud ResourcePool」の 提
供基盤にティントリを利用している。仮
想化環境におけるVM負荷の管理やボ
リュームやLUNの管理に課題を抱えて
いたことから、2012年8月にティントリ
を導入した。導入台数は今では20台を
超えるという。
「ティントリはVM単位で性能が把握

でき、ボリュームやLUNの管理も必要
ないため、運用管理が非常に楽です。
VMのパフォーマンスが上がらないとき
にユーザーから問い合わせがあるのです
が、原因はインフラではなくアプリ側に
あると自信をもって伝えられるようにな

していたが、ストレージ増設の際の作業
負荷の増大が課題となっていた。
　「マルチテナントサービスであるため、
長時間の停止は不可能です。運用中にど
う容量を拡張するか、細心の注意を払い
ながら増設をする必要がありました。エ
ンジニア5〜6人が張りつきで作業する
こともありました」と堀氏は苦労を語る。
　そうして同社は、2016年にティントリ
を採用。本格運用から数ヶ月続けて、増設
の容易さを実感しているところだという。

ユーザーかつ
販売パートナーからの声

ユーザーでありベンダーでもある立場
からティントリを評価したのが、富士通
だ。富士通はOEMとしてティントリ製品
を提供するほか、社内向けのソフトウェ
ア開発用サーバの提供基盤としても利用
している。社内向けには、2008年から
6拠点に分散していたソフトウェア開発
用サーバを沼津工場に仮想化して集約。
2011年から自社製クラウドミドルウェア
を活用して、仮想オンデマンド環境を構
築し、全社にサービス展開しているとい
う。システムは、「PRIMERGY」13台と

「ETERNUS TR850」1台で構成され、
2015年8月にティントリを導入した。
　長澤氏は次のようにティントリを評価
した。「以前はプール単位などの大きい
単位でしか性能が見えず、苦労していま
した。これに対してティントリは、VM単
位での性能情報がわかるうえ、ほとんど
管理の手間を必要とせず運用できる点
が大きなメリットです」
　続いて、「実際に管理らしい管理はし

ていません」と話すのは、ユニアデック
スの菅原氏だ。ユニアデックスでは、社内
ユーザー2,000人用の仮想デスクトップソ
リューション「VMware Horizon View」
のストレ ー ジとして「Tintri VMstore 
T540」を2台導入した。2013年8月か
らの導入だが、大きなトラブルに遭遇す
ることなく順調に運用できているという。
「管理画面を見ることもなく、基本的

に何もせずに放置しているような状態で
す。一斉電源投入や数千台のマスターイ
メージ更新などのタイミングで時々確認
を実施していますが、充分に性能が高い
ので、ストレージがネックになることはほ
とんどありません」（菅原氏）
さらにディスカッションでは、「運用後に
気づいたことは」「トラブルに遭遇したこ
とは」といったテーマを展開。それに対し、

「Web UIで原因を即時に特定できるの
でトラブル対応が容易になった」（NTT
コムウェア 太田氏）、「コントローラが頻
繁に切り替わるトラブルに遭遇したが迅
速なアップデートで解消できた」（ユニア
デックス 菅原氏）といった意見が出た。

今後の取り組みについて

「今後の取り組みは」という
問 い につ いては、「『VMware 
vCenter  S i te  Recovery 
M a n a g e r 』 と『 T i n t r i 
Replicate VM』を 連 携 さ せ
た、サービス継続基盤を検討
中 」（TKC 三 坊 氏 ）、「『Tintri 
SyncVM』を使って、管理サー
バのバックアップに活用したい」

（富士通 長澤氏）などといった

りました」（太田氏）
　またカシオ計算機は、管理コスト約
90％削減という費用面での成果を挙げ
た。
　「FCとiSCSIでストレージを管理して
いましたが、コストと手間がかかることが
課題でした。管理の面倒さが軽減される
と提案され、ストレージをティントリに集
約。すると、運用管理が楽になったのは
もちろん、管理コストを約90％も削減す
ることができました。社内ユーザーへの
サーバの提供も迅速にできるようになり、
とても満足しています」と原田氏は話す。
　カシオ計算機では、2014年に仮想化
基盤のストレージをティントリに刷新。お
もに社内ユーザーに提供するCAD関連
のサーバを稼働させている。各種Linux
とWindowsが混在する環境で、仮想マ
シンの台数はティントリ1台で150台を
超える規模だ。

従来型ストレージの課題

　「そもそもティントリを導入する以前
の従来型ストレージには、どのような課
題があるのか」この題目に対し、「使って
いると遅くなる問題」を指摘したのが、
TKCの三坊氏だ。TKCは2014年9月に
富士通の「ETERNUS TR 650」を2台
導入。会計事務所や地方公共団体、中
堅・大企業に対して情報サービスを提供
しており、その提供基盤にティントリを
利用しているという。

「ティントリ導入前に使用していた他社
のストレージでは、導入から数年経つと
パフォーマンスが悪化するという問題に
悩んでいました。導入当初は5〜6時間
で済んでいた夜間のバッチ処理が、数年
後には12時間かけても終わらなくなりま
した。また、官公庁向けのサービスを中
心に起こるブートストームも課題でした」

（三坊氏）
　ティントリ導入後は、バッチ処理時間
を約70％削減、運用負荷の軽減、起動
時のレイテンシー1〜3ミリ秒という遅延
なしでの稼働を実現している。現在では、
事業拡大とともにティントリのストレー
ジを13台にまで拡張しているという。
　また、「拡張のしにくさ」という課題を
挙げたのが電算システムの堀氏だ。電算
システムは岐阜県を本拠に、2011年か
ら仮想化技術を利用したIaaSサービス
を提供している。Hyper-VとVMwareの
マルチハイパーバイザ環境で仮想化基
盤を構築し、FC-SANストレージを利用

同イベントの目玉、ユーザーによるパネルディスカッション

パネルディスカッションでユーザー6社が
明かした、ティントリ導入のメリット
同イベントの目玉となったのは、ユーザーによるパネルディスカッションだ。パネルディスカッションには、
ティントリのユーザー6社が参加。週刊BCN 編集長の畔上文昭氏をモデレーターに、ティントリ導入の経
緯、具体的な成果、気をつけるべきポイントなどを紹介した。

展望を明かした。
　新機能であるVMスケールアウトや
オールフラッシュ製品への期待も高い。
NTTコムウェア太田氏は、「20数台を稼
働させると、有効活用できていないスト
レージもでてきます。VMスケールアウト
でそのあたりをうまくロードバランスでき
るのではと期待しています」と話した。
　また、TKCの三 坊 氏は「日中は常に
99％のキャッシュヒット率を出していま
すが、夜間バッチで20％程度にまで落
ち込むことがあります。そうしたケースに
も対応できるように選択肢を増やすとい
う意味でオールフラッシュに期待してい
ます」と話した。
　このほか、パネラーのみならず会場
の参加者もまじえた「◯╳アンケート」
が実施され、GUIの使い勝手の良さや、
Automation Toolkitを使った自動化、
オールフラッシュへの期待、VMスケー
ルアウトなどの新機能などについて、熱
心な意見交換が行われた。特にオール
フラッシュストレージについては、多くの
参加者が◯を挙げ、今後のオールフラッ
シュ導入への意欲が感じられた。

会場の参加者もまじえた「◯×アンケート」
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　NTTネオメイトは、同社の仮想デスク
トップサービス「AQStage 仮想デスク
トップ」の共通基盤としてティントリを導
入している。AQStage 仮想デスクトップ
は、NTT西日本グループ向けに35,000
台の仮想デスクトップを導入した実績を
もとに開発されたサービスだ。運用実績
としては、NTT西日本グループ以外に現
在15,000台、合計50,000台を運用し
ている（図1）。
　前野氏は、「これまでの構築経験から、
仮想デスクトップを収容するストレージ
はSANよりもNASが適していると考え
ていました。SANはFCプロトコルの管理
が煩雑なうえ、バックアップを行う際に
スナップショットに対するコピーをミラー
リングしたり、バックアップやリストアも
基本的にLUN単位であるなど制約が大
きく、管理が負担になっていたのです。
また、突発的な負荷への対応や特定VM
の性能を把握することができないといっ
たように、従来のNASにも課題がありま
した。SANに代わる従来のNASの課題
を解決したものはないのか―― そうし
て新しいストレージを探しているときに、

　続いて登壇したアドウェイズの伊藤正
之氏は、2012年から取り組んだ広告
サービスなどのシステム提供基盤の全面
仮想化でティントリを導入した経緯を紹
介した。同社では、サーバを自前で調達・
構築し物理環境で稼働させてきたが、事
業が国内外で急速に拡大するなか、シス
テムの拡張・変更を短期間で行う必要性
がでてきた。
　仮想化基盤としてはVMwareを利用
していたが、VMwareの機能を生かすに
は共有ストレージは不可欠となる。ただ、
共有ストレージの構築と運用には、専門
知識をもった技術者が必要であるうえ、
チューニングや設定変更のたびに作業費
や時間がかかるといった課題があった。
　「他社のストレージ製品をいったん導
入したのですが、課題が多かったことか
ら減価償却を待たずに運用を終了してし
まいました。その後の再導入にも、否定
的な見方が続いていました」と伊藤氏。
　そこで新たな共有ストレージ導入にあ
たっては、VMwareとの親和性が高いこ
と、十分な性能と信頼性をもつこと、導
入・運用コストが適切であること、チュー

ティントリと出会いました」と導入のきっ
かけを話した。
　具体的な検討項目は、“ストレージが
VMを認識すること”“VMの性能要因に
ついてストレージ以外についても把握
できること”“想定外の事態を把握できる
こと”の3つ。こうした要件を満たすスト
レージはティントリ以外にはなく、特に
VM単位でQoSを設定する際に、IOPS
のミニマム値をセットすることで特定の
VMの性能を保証できることを評価した
という（図2）。
　「VM単位のミニマムQoSを活用し付
加価値の提供につなげています。デスク
トップごとに20IOPSのディスク性能予

ニング・設定変更が社内でも容易に行え
ることの4つを検討課題とした。
　「ティントリはこれらの項目をすべて満
たすものでした。開発陣はVMware出身
者が多く、7万IOPSを超える性能を発
揮できます。コンパクトで消費電力が低
く、細かい設計は不要、パフォーマンス
も自動調整してくれるのです。VMware
のイベント『vForum 2012』でティント
リに出会ったとき、求めていたのはこれ
だと思いました」（伊藤氏）
現在は、2台のティントリに仮想マシン
700台超を集約。DBを含め90％を超え
る商用サービス用のサーバを仮想化し
た。運用面では、遅延が発生したときに
ボトルネック箇所がひと目でわかること、
チューニングもすべてティントリにまか
せられるといったメリットを得ている。ま
た、ラック数を半減させ、月々のランニン
グコストを大幅に削減したことを紹介した

（図3）。
　そのうえで伊藤氏は、現在取り組んで
いるという、REST APIを使ったスマー
トフォンからのTintriの操作例を紹介し
た。この例では、チャットツールのSlack
に特定のメッセージをコマンドとして書
き込むと、bot管 理サーバを経由して
REST APIでティントリの管理情報を取

得することができる。伊藤氏は「ストレー
ジに関して悩まなくていい安心感は大き
いです。今後は、PowerShellやREST 
APIを使ったTintriの管理をさらに拡充
していきたいです」と話した（図4）。
　ティントリのユーザーが率直に意見交
換できる場として、盛況のうちに幕を閉
じたTintricity。そしてティントリは、今
後もTintricityを定期的に開催していく
とのこと。ユーザーの支持を受けて、同
社の快進撃はさらに加速しそうだ。

約を標準で提供し、ニーズに応じてオプ
ションとして最大40IOPSまで拡張でき
る仕組みです」（前野氏）
　前野氏は、要望としてパフォーマンス
履歴を日時指定や長期間指定で取得す
る機能を挙げた。また、今後の取り組み
として、サービス基盤のシームレスな拡
大のために新機能のVMスケールアウト
を活用していきたいと述べた。

ティントリを最大限活用する
NTTネオメイトとアドウェイズ

ユーザーレポート「ティントリを使ったらこうなった」のセッションでは、株式会社エヌ・ティ・ティ ネオメイトの前
野秀彰氏と、株式会社アドウェイズの伊藤正之氏が登壇。どのようにティントリを活用しているか、なぜティント
リを選択し、どんな効果を上げているかなどを詳しく解説した。

（図4）

株式会社エヌ・ティ・ティ ネオメイト 前野秀彰氏 株式会社アドウェイズ 伊藤正之氏

（図1）仮想デスクトップサービス基盤 構成概要図

（図2）20IOPSのディスク性能予約を標準機能として提供

REST APIを使ったスマートフォンからのTintriの操作例

（図3）アドウェイズ 構成概要図
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